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研究成果の概要（和文）：本研究は，指導熟達の段階に応じたステップを「コーチングラダー」と位置づけ，い
わゆる実践知のはしごによって指導者の現在の臨床実践能力を確認し，段階的な指導力養成支援システムの構築
を試みた。研究成果として，コーチング熟達過程のモデル化がなされた。すなわち，コーチング・ラダーは，省
察性を伴う指導観の形成契機としての【指導者視点形成】，心理的関係性の構築と常態化としての【指導者作用
力形成】，およびメタな視点を有した実践知の再構成としての【指導実践知獲得】の３つの要素によって示され
る熟達化過程への影響要因が看取され，指導熟達段階を経る中で洗練化され実践知の内実が高められていく点が
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to construct a step-by-step leadership development 
support system by positioning the steps according to the stages of coaching proficiency as a "
coaching ladder" and checking the current clinical practice ability of the coach by means of the 
so-called ladder of practical knowledge. As a result of the research, a model of the coaching 
proficiency process was developed. In other words, the coaching ladder has three factors that 
influence the process of coaching proficiency: the formation of the instructor's viewpoint as an 
opportunity to form a reflective view of coaching, the formation of the instructor's ability to act 
as the construction and normalization of psychological relationships, and the acquisition of 
practical coaching knowledge as the reconstruction of practical knowledge with a meta-perspective. 
It is clear that the substance of practical knowledge is refined and enhanced through the stages of 
instructional proficiency.

研究分野： スポーツ科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義として，スポーツ指導者育成を視野に入れた段階的な指導力養成支援システムの構築がなさ
れた点があげられる。すなわち，実践知のはしごとしての意味を持つコーチングラダーによって，指導者の現在
の臨床実践能力を確認し，次のレベルへの目標につなげていくことが可能となり，スポーツのコーチングに求め
られる暗黙知の習得および実践といった，指導現場で適用可能なシステムが提示された点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本におけるトップアスリートの育成および指導者養成に関する研究は，国際的な才能研究お
よび実践という点において立ち遅れており，卓越した選手の継続的な育成や生涯に渡りスポー
ツと関わる志向性の育成の欠落，優れた指導者の不足，および日本独自の指導者育成理論の未成
熟といった閉塞的状況を免れていない。その背景には，これまでスポーツの才能に関する研究・
実践では，遺伝的素質や早期からの効率的な練習を通したスキル獲得という関心で選手育成が
捉えられることが多かった点があげられる。しかし才能の開花は多様な因子が相互に影響し合
う極めて複雑な現象であり，快感情を伴う体験，基礎基本の徹底した習得，および技能の洗練化
に向けた探索活動という熟達化段階に応じたスポーツ体験を構築する視点で捉えることが重要
である（Côté,2002; 北村,2015; 北村ほか，2017）。また指導者育成に関する研究・実践では，
指導者に求められる知識・技術の効率的な習得という関心で研究が進められることが多く，選手
の才能が開花する熟達化段階と連動した形で捉えられなかった点が問題としてあげられる（北
村,2015）。そこから，バーンアウトや怪我による早期離脱といった問題が生じている。2020 年
の東京オリンピック開催に向けた選手育成という点においても，実践能力を備えた指導者育成
は危急の課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究は，これまでの才能開花と指導に関わる研究を最大限取り入れながら，以下の３つの目的
を設定した。 
(1) 実践能力に応じた指導力の段階としてのコーチングラダーという新たな視点から選手の才

能開発と指導者養成を体系的にまとめ直す。 
(2) 日本のジュニアからエキスパートに至るスポーツ選手の才能育成・指導者育成の構造化を試

み実践的な提案をする。 
(3) スポーツの指導における実践知の習熟過程について，コーチングラダーの構造を基に指導熟

達化モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
まずスポーツ選手の熟達化過程について，関連書籍・文献を整理して理論的に精緻する。そこで
は，「熟達化理論」（Ericsson,1996）他を参考にして，スポーツ選手の熟達化の理論的枠組みを
構築する。その上で，トップアスリートへの質的調査を実施する。熟達化過程における指導体験
の実態を捉えつつ，以降の調査の基盤を構築する。次に，エキスパート指導者の指導観・指導行
動を対象とした質的調査を実施する。これら一連の調査による成果に基づき，コーチングラダー
を構築し，プロトタイプを作成する。更に，プログラムの有効性・妥当性を検証し，指導現場に
適用可能な指導者育成支援プログラムとして提言にまとめ発信する。 
 
４．研究成果 
(1)自身が日本代表として国際大会に出場した経験をもち，更に指導者として日本国内のトップ
レベル選手の育成にあたっている指導者を複数名対象として実施した。調査の内容としては，対
象指導者のジュニア時代からトップレベルに至る選手経験について遡及的にたどりながら，熟
達過程の節目において指導を受けた体験についてインタビュー調査を実施した。更に，指導者と
しての立場から，指導者初期から現在に至る過程での指導体験を遡及的に辿りながら，指導観，
指導行動，指導にかかわる暗黙知についてインタビュー調査を実施した。調査は１対１の深層的，
自由回答的インタビューを半構造的に実施し，対象者の指導現場における実践知の獲得過程に
焦点を当てて実施した。その結果，エキスパート指導者のもつ実践知は，知識，実践，展望の要
素によって形成される点が推察された(Kitamura, 2018)。 
 
(2)指導者の指導熟達過程の考究に際し，①ジュニアからトップに至る選手の熟達化過程に影響
を及ぼす特徴的な指導行動の分析，②ジュニアからトップに至る指導者のもつ実践知の分析，及
び③選手が捉える指導体験と指導者の意図する指導実践知の統合に関連するデータの分析を基
に，コーチングラダーのモデル形成を試みた。その結果，指導者の成長段階に応じたステップと
してのコーチングラダーは，(1)自身の内外の状況を把握する知る力，(2) 内省を通して行動を
方向付けるやり抜く力，(3)文脈の中で発展性を見出す見通す力，の３つの実践能力が関係して
おり，それぞれが相互に関連し合う形で構成される要素が存在する点が推察された（北村，2018; 
Kitamura and Yin,2019）。 
 
(3)３つの実践能力は，指導熟達段階において，レベル１：指導導入期，レベル２：指導専門，
及びレベル３：指導発展期の３つの段階が見出される点が推察された（Kitamura and Yin, 2020）。 
 
(4)指導者の成長段階に応じたステップとしてのコーチングラダーの構造を再検討した結果，【変



わり続けようとする意識】【指導の前提としての関係性構築】および【本質を追求する実践知の
展開】の３つの要素によって示される熟達化過程への影響要因が看取され，それぞれの要素が相
互に作用する中で指導者としての成長が促進されていく一連の過程が推察された（Kitamura and 
Yin, 2020）。 

 

(5)指導者の成長段階に応じたステップとしてのコーチ
ングラダーは，選手の視点から指導者の視点への拡散的
な移行であり，省察性を伴う指導観の形成契機としての
【指導者視点形成】，選手と指導者との心理的関係性の
構築と常態化という意味を帯びた経験の共有と再文脈
化としての【指導者作用力形成】，および変化し得る多様
な文脈の中でメタな視点を有した言語化された実践知
の再構成としての【指導実践知獲得】の３つの要素によ
って示される熟達化過程への影響要因が看取され，それ
ぞれの要素が相互に作用する中で指導者としての成長
が促進されていく一連の過程が推察された（図１）。更に
こうした３つの実践能力は，レベル１：指導導入期，レ
ベル２：指導専門期，及びレベル３：指導発展期の３つ
の指導熟達段階を経る中で洗練化され実践知の内実が
高められていく点が明らかとなった（北村，2020；
Kitamura and Yin, 2020）。 

 

(6)コーチングラダーを構成する，【指導者視点形成】，【指導者作用力形成】，および【指導実践
知獲得】の３つの要素は，それぞれ指導者の熟達段階の中に意味をもって展開される構造が看取
された。また，それぞれの要素が相互に作用する中で指導者としての成長が促進されていく一連
の過程が推察された。こうした３つの実践能力は，指導者としての経験を重ねる時系列軸上に位
置づけられ，指導熟達段階を経
る中で洗練化され実践知の内実
が高められていく点が明らかと
なった（表１）（北村，2020；
Kitamura, Nagayama and 
Saito, 2020 ； Kitamura and 
Yin,2020）。 
 
(7)エキスパート指導者は，指
導経験の中で，より高度で複雑
な課題に挑戦する学びの契機と
し て の 探 求 的 な 初 心 者
（intelligent novices）化がなさ
れている点が推察された。課題
状況の変化に柔軟に対応する上
では，既存の知識技能への固執
ではなく，メタな視点を活用し
たより新しい知識技能の習得を
目指す実践能力を能動的に再構
成し続けていることが推察され
る（Kitamura, 2018; 2021）。 
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